




































= [イJ+ [ニJ(以下、=の左辺が漢字、右辺がカタカナ字形を念頭に置いた構成要素。)， 
[加J= [力J+ [口J，[只]ニ[ロJ+ [ハJ，[化J= [イJ+ [ヒJ，[i卜]り=[イJ+ [ト]、





= [ネJ+ [ロJ+ [ル]は無論だが) [比J= [ヒ]十[ヒ]や[刈J= [メ]+ [リ]等に
加えて、[保J= [イJ+ [ロJ+ [ホJ，[穴]ニ[ウJ+ [ハJ，[冗J= [ワ]十[九] +) 
の、[ホ]2)や[ウ]や[ワ]なども同様に扱うことが可能であろう。尚、横書の長音符[ー]
と漢数字[一]の関係もこの範障に入る。 <ι♀よι:♀ニ>
では、[仏]= [イ]+ [ム]や[佼] ([僅]の簡体字)= [イ]+ [ヌ]， [阿] (新字体[帰]















































最後に、これらとは幾分、関係が異なるものを 1種類挙げておく D 本稿の特徴でもある。









片仮名 アイ ウエオカキ クケコサ シスセソタ チ
新字体 口車 o0申O 口車。 ⑨ム φ 。 • 0 口噛
簡体字 口申 o0車O 口 0 口申 ム@ 0 口 • 0 口市
日(別) 口車 o0申O 口車 O 口申⑨ ム @ 。 • 0 口申
片仮名 ツテ トナ ニヌネノ ハヒフヘホ マミム メ
新字体 ⑨ 。 o 0申O ⑨ o0 。申⑨@⑩⑨
簡体字 • 。 000⑨ O 口 。 .。
日(別) 口 0 口 o0串O 口 o0 。申⑨@口口
片仮名 モヤユ ヨ ラ リ Jレレロ ワヲンヰヱーg) 共有率
新字体 口申 。 。申 O申 。。車 。ム10) 。申 35/49 
簡体字 口申 。 。串 O申 。。串 0 口申 O申O車 35/49 
日(別) 口車 。 。車 O串 。。車 。ム 。申 37/49 





口:[文字羊位]主主[革首J<例:[オJ(お) と簡体字[オJ(ca i) ;参考 [才]新字体>
口申:口の内、字形の一部を修正する要のあるものo <例:[ア]と[了J(りょう)> 





0印-(1)<単&部> [力， 力J; 0申印-(2) <単&部> [ル， JLJ 
口印-(3)く単&非部> [オ，オJ; 口車印-(4)く単&非部> [ア，了J[オ，才]
⑨印一 (5)<非単&部> [ノ， J J ; ム印-(6) <潜単&部>[ケ，ケ(←竹)J 










[凶]→ [UJ+ [メJ，[糸]→[怠J+ [小J，[穴]→ [..J+ [八J，
[禾]→[ノ]+ [木J，[来]→[ノJ+ [米J，[易]→[日]+ [勿]，
[員]→[ロJ+ [員J，[京]→[ー'-J+ [口J+ [小]， [右]→[ナ]+ [ロJ，




























字形#:A，8， E， K(=K)， M， H， 0， P， C， T， X，ドペ (y手y)
幾何同一対:V1-N，一s，-z; M-w，円 -U，-C; C-U，出-E，
b-P， 5=I-R， 
共通字形率:ロ:12+5/33=52% (5 = v1，円，凶， b， 51; #重複=M，C) 
ラ大:12+6/26=69% (6 =N， R， s， u， w， z; #重複=C，E， P) 
(b)ラテン大文字(標準26文字)と(古典)ギリシャ語文字の場合19)
同一字形数=14
字形#:A，B， E， Z， H， 1， K， M， N， 0， P， T， Y (=T)， X 
幾何同一対 :c-π，D-~ ， M-L， N-Z， S-Z， U-TI， V一八，W-L 
共通字形率:ラ大:14+6/26=77% (6 =C， D， S， U， V， W; #重複=M，N) 
ギ:14+4/24=75% (4 = ~，八， TI， L; #重複=Z) 
(c) (現代)E_シア語文字と(古典)丘リシャ語文字の場合20)
同一字形数=14
字形#:A，8， i， E， H， K(=K)， M， 0， n， P， T， φ， X， Iく申:
幾何同一対:V1-Z， -N; M-L， C-π，山一 E，b-P: (Y=IT) 
共通字形率:ロ:14+4/33=55% (4 = V1， C，山， b; #重複=M)
ギ:14+3/24=71 % (3 = Z， N， L; #重複=E，π， P) 
(d)ラテン大文字(標準26文字)とラテン小文字(標準26文字)の場合21) 
同一字形数=10
字形#:C，0， P， S， U， V， W， X， Z， 1く申 (=1) : (K千k，Y=Iy) 
幾何同一対:C-n， -u; E-m， M-w， N-s， -z; P-b， -d， -q; 
S-z， u-c， -n; Z-s 
共通字形率:ラ大:10+3/26=50% (3 = E， M， N; #重複=C，P， S， u， Z) 








ロシア文字 :A5Br ，ll EË :>K 3 V1伺 KnMHOnpCTYφXU 叫凶llnコ b3 K)~， I 
ギリシャ文字 :ABrLlEZH8IK八MN三OTIPrTTφX'YQ









































(f)乙テン本文字(標準26文字)と之ムロキ一文字 (85文字) 27) の場合
共通字形数:18 
字形:F， 1， N， 0， 0， U， X， Y(fY)以外の全文字(18文字)

































幾何同一対:コ-u，-n， ~C ;フ-L，ユ-'-1，レ-L，一一 1，
共通字形率:ヵ:6+5/49=22% (5 =コ，フ，ユ，レ，ー;重複ナシ)
注:6+6/38=32% (6 = L， r， U，円， C， '-1;重複ナシ)
2. (漢語)注音字母(38文字)と簡体字33)
同一字形数=21
字形:I=I=:Y，え，ゑ，う(=勺)，寸，カ(=万)， )し C，r， '-1， 亨，カ(=力)，円，
冗， 又， 日(=目:ひらめ， ム， T (=丁)， 1， U， 下(=1) : (土中大， メ手父)
幾何同一対:虫一市， Y一人， U-C，一円 ;n-亡， u; [こ -u，円;
共通字形率:ヵ:21+1/38=58% ( 1 =血;#重複=Y，U， n， C ) 
3.之テン本文字(26文字)と♀ングル(24文字)の場合34)
同一字形数=6(7)
字形:I=I=:C(=C:)， E， 1， L， 0(=口， 0)，T(=T): (D宇口， Nt 2， zt 2) 
幾何同一対 :F一司， 1一一， J一寸， -L;K-A，しー 1 ，S-2， 
Tート， --1，ーム ;u-c:， v一人， Y一人
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共通字形率:ラ大:6+7/26=50% (7 =F， J， K， S， U， V， Y; 
#重複=1，L， T) 








共通字形率:カ:13+7/49=41% (7 =ツ，ニγ フ，マ，レ，ワ，ン;梓重複=ト)
吐:13+3/33=49% ( 3 =乙， T ，『;#重複=リ，ム， 7， Y) 
(表4) 36) 
補)対象文字表
ハングル:トト-1 ~ム.lLT寸一|寸 LC2口同人 OA弓巨立夫君
注音字母:





























































































18)ロシア文字 [blJを合字([ bl J = [b J + [1 J)と見て、[I ]をローマ字(大文字)と同一視した。
また、ローマ字対 [5]- [zJを幾何的同形と見る基準(<鹿島1997>のpp.55-71)からすればロシア
文字対 [nJー [CJ (や [nJーローマ字 [u]) を同じ範轄に入れることは充分可能である。尚、[#重
複=Jは伊字形]中の文字が幾何的同一対ム持つことを示す。
19) [ム]の時計四り 90。回転形を [DJの基準字形と見れば [DJ - [ム]の幾何的同形関係は成立する。
詳細は<鹿島1997>のpp.55-71o尚、[#重複=Jは[#字形]中の文字が幾何的同一対ム持つことを示す。
20)ロシア文字の合字 [blJ司 [I J (や[円]一 [CJなど)については註(17)と同じ。また、 Y+Tは<ラ
テン Y 手 Y ロシア>と<ラテン Y=T ギリシャ>の関係からも分かる。尚~[#重複=J は[#字形]中の文字
が幾何的同一対も持つことを示す。

























(a)同一字形率:ロ:36% ラ大:46% (b)同一字形率:ラ大:54% ギ:58% 
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(c)同一字形率:ロ:42% ラ大:58% (d)同一字形率:ラ大:38% ギ:38% 
漢字とヰタカナの場合も表 lより以下の通り。
同一字形率:カ:65% 新字体:5% 同一字形率:ヵ:63% 簡体体:5% 














平仮名:[せ一せ]， [へ-""¥]， [ち--1;]， [くーくじ回転・反転関係[ちーさ]






[弓土:Q，] [弘士~] [カ宇刃] [カ宇刀] [せ宇也1[匂手乙] [匂宇己] [円宇.....] [むヲ] [女手タ]
[日宇田(ひ)] [戸手戸] [メ手十] (左側:注音字母)
尚、漢字の場合は要素数が桁違いに多く (例えば[尤手大]の様に)、ラテン文字や注音字母などとは類似
基準が必ずしも同でない。尚、[#重複=]は[#字形]中の文字が幾何的同一対ム持つことを示す。
34) ラテン大文字 [0]の基準字形の一つを正方形[口]と見て、ハングル [0]と同定した。また、同一認












幾何同一対:コ-c，ト--1.ーム， - T;ヨ-E，レ一寸，一一 1， 
共通字形率:ヵ:7+3/49=20% (3 =コ，ヨ，レゾ重複=ト，ー)
ハ:7+6/24=54% (6 = -l ，ム， T ， 1， c， E; "*重複=.)
また、同一認定に関して未掲載の対の内、微妙なものも以下に挙げておく。即ち、




[y] [1] [U] [円] [T] (共通字形率:2+3/38=13%) 
(ハングル側[人][I][C][T][十] [-l] [ム]:共通字形率:2+5/24=29%) 
37)以下には少し多めに挙げた。最後の二字は人によって意見が幾分異なろう。
[y] [L] [1] [メ][U] [円] [C] [く][T] ; [ヌ] [ム]
また、[¥] [土][JL]は[人] [大] [八]とは別の複雑な字形と見なした。
38)漢字略体吐の集合の要素数今回は33字であった。これが変化した場合はどうかということが気に掛かる。
現代文ではない(上、筆者は古い朝鮮文の専門家でもない)からである。しかし、例え字数が増えても(漢
字の場合の様な桁違いにならない限り)カタカナ側の共通率の分母(=字数)は変化しないから、両文字
集合の数字をー纏にし(統計誤差の範囲を念頭に置いて)判断する限り、字数の変動にも或る程度耐えら
れるだろう。ついでに言えば、注音字母と略体吐(33字)の(幾何的同ーを除く)同一字形は[勺][，] [ム]
の3字([カーカ]を加えれば4字)である。
39)簡体字の文字単位数が多いことが関係していることは確かなようである。だが、漢字絡みの場合は大抵
そうなると言えるかは不明である。
40)厳密な意味での全要素数が確定しないからここで比較するのは危ういけれど、表4-4の略体吐 (33字)
で見た場合、簡体字集合に共通する同一字形(幾何的同ーを除く)の率は70%かそれ以上である。
41)今回、大抵の(外国人用の)日本語教材には(カタカナ表に付随して)透一、元になった漢字が載ってい
る。中には出所に疑念を覚えるものもあるが、注音字母にはその程度のものも見ない。理由の一端がこの
数値の差異に示されているのかもしれない。
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